
企画書（案） 

浜松市美術館開館 55 周年記念 

足立美術館展―横山大観と近代日本画― 

１ 開催概要                                          

足立美術館は、実業家・足立全康（1899-1990）が蒐集したコレクションをもとに、1970 年に出身地

の島根県安来市に開館しました。日本画、陶芸、童画、木彫、漆芸等から成るコレクションのうち、と

りわけ近代日本画壇を代表する横山大観の作品は、質・量ともに国内有数のコレクションとして知ら

れています。また、全康の構想のもと、静岡県立浜松工業学校（現：静岡県立浜松工業高等学校）出身

の中根金作（1917-1995）が中心となって作庭された広大で美しい日本庭園は、出雲の豊かな自然を借

景に四季折々の自然美を表現することで国内外から高く評価されています。 

本展では、足立美術館が誇る日本画コレクションの中から、静岡県ゆかりの横山大観（1868-1958）
や竹内栖鳳（1864-1942）をはじめ、菱田春草（1874-1911）、上村松園（1875-1949）、橋本関雪（1883-
1945）、安田靫彦（1884-1978）など明治期から昭和期にかけて活躍した近代日本画の名手たちの作品

を紹介します。 
２ 会場                                                

    浜松市美術館 

３ 会期                                                

２０２６年４月４日（土）～５月１７日（日）３８日間 ※内覧会は４月４日（土）9：10～ 

４ 開館時間                                              

午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

５ 休館日                                                

月曜日（ただし、祝日のときはその翌日）  

６ 観覧料                                                

一般：1,800 円（前売・団体 20 名以上：1,440 円、団体 80 名以上：1,080 円） 

高大専・70 歳以上：1,000 円（団体 20名以上：800 円、団体 80名以上：600 円） 

小・中学生：無料 

７ 主催                                                  

    浜松市、静岡第一テレビ 

８ イベント（予定）                                          

 ギャラリートーク、講演会、ワークショップ等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



企画書（案） 

「いま、私は現代アートと出会う」 
草間彌生、奈良美智、村上隆、アンディ・ウォーホル、バンクシー… 

 
１ 開催趣旨                                           

 本展は、ある一人のコレクターによる膨大な現代アートコレクションから厳選し、草間彌生や奈

良美智、村上隆、ウォーホル、バンクシーなど戦後のアートシーンを牽引してきた 39 人の作家の作

品約 70 点を紹介する、浜松市美術館初の大規模な現代アート展である。 

美術館で作品を鑑賞する体験は、しばしば私たちの感情を揺さぶり、思いがけない感覚や記憶を

呼び起こすことがある。本展は、そうした「作品との出会い」に注目し、国内外の多様な表現をと

おして現代アートの魅力を紹介するものである。 

 各章では、2 メートルを優に超える作品の持つ迫力や、光や反射などによって空間そのものを変化

させる展示など、現代アートならではの全身で体感する作品も多く出品する。作品の前に立ち、色

や光に包まれることで、視覚だけでなく身体的・感覚的に現代アートを楽しむ機会を創出する。 

 現代アートはしばしば難解なものと捉えられるが、色やかたち、光や風景といったシンプルでわ

かりやすいキーワードで構成することで、現代アートに馴染みのない方や子どもたちでも、作品と

の対話から思いを巡らせ、アートの楽しみ方そのものを発見する場となることを目指す。 

本展は当館の会期終了後、宮城県美術館や長崎県美術館への巡回を予定している。浜松発の企画

展が全国を巡回することで、当館の活動を広く全国に発信する機会となるだろう。 

 

２ 会場                                                   

浜松市美術館 

３ 会期                                           

令和８年６月２０日（土）～令和８年８月３０日（日）（６６日間）※内覧会は６月１９日（金） 

４ 開館時間                                          

午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

５ 休館日                                          

月曜日（ただし、祝日のときはその翌日）※８月は無休 

６ 観覧料                                           

一般：1,600 円（前売・団体 20 名以上：1,280 円、団体 80 名以上：960 円） 

高大専・70 歳以上：800 円（団体 20 名以上：640 円、団体 80 名以上：480 円） 

小・中学生：無料 

７ 主催                                           

浜松市、中日新聞東海本社、テレビ静岡 

８ 入場見込                                           

18,750 人（有料入場者率 80％） 

９ イベント（予定）                                    

    ギャラリートーク、講演会、ワークショップ  

 

 

 

 



 

みほとけのキセキⅢ－三・遠・駿 神仏オールスター☆－（仮） 

企画書（案）                        

１ 開催趣旨                                           

 浜松市美術館では、浜名湖を中心とした遠州・東三河地域に伝来する仏像（主に平安・鎌倉時代）

に関する調査研究を継続しており、その成果を「みほとけのキセキ－遠州・三河の寺宝展－」（令和

３年）、「みほとけのキセキⅡ－遠州・三河のしられざる祈り－」（令和５年）にて、約５０躯の作例

を展示することを通して、広く紹介してきた。これまでの調査研究、展覧会を通して、遠州地域と

東三河地域の仏教文化圏の近しさ、伝来する仏像の類似性・親和性が浮き彫りになってきた。一方

で、「みほとけのキセキⅡ－遠州・三河のしられざる祈り－」にて開催したシンポジウム「仏像フロ

ンティア－遠州地域の仏教文化圏－」では、遠州地域と同じ静岡県の駿河地域、伊豆地域の文教文

化圏の在り様や伝来する仏像の傾向の相違が多面的・多角的に指摘された。本展では、遠州地域（浜

松、磐田、袋井、湖西）と東三河地域（豊橋、新城）の国指定重要文化財や県指定文化財の作例に

加え、継続的な調査研究により近年新たに発見されたり価値が見いだされたりした作例、価値の再

評価がなされた作例を積極的に取り上げる。そして、「みほとけのキセキ」シリーズでは初となる駿

河地域（主に静岡市域）にも調査研究のフィールドを広げ、遠州・三河地域の仏像と駿河地域伝来

の仏像を併せて展示することで、その特徴を比較検討したい。 

 

２ 会場                                                   

浜松市美術館 

３ 会期                                           

令和８年１０月１０日（土）～令和８年１２月６日（５１日）※内覧会は１０月９日（金） 

４ 開館時間                                          

午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

５ 休館日                                          

月曜日（ただし、祝日のときはその翌日） 

６ 観覧料                                           

一般：1,800 円（前売・団体 20 名以上：1,440 円、団体 80 名以上：1,080 円） 

高大専・70 歳以上：1,000 円（団体 20名以上：800 円、団体 80名以上：600 円） 

小・中学生：無料 

７ 主催                                           

浜松市、中日新聞東海本社、テレビ静岡 

 

８ 入場見込                                           

25,000 人（有料入場者率 80％） 

 

９ イベント（予定）                                    

    ギャラリートーク、講演会、研修会、シンポジウム、ワークショップ等開催予定 
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浜松市秋野不矩美術館 

特別展 中谷ミチコ 影とぽっこり 

開催概要 

 

浜松市秋野不矩美術館では、下記のとおり特別展「中谷ミチコ 影とぽっこり」を開催いたします。 

石膏を用いた作品で知られる中谷ミチコ（1981-）。近年では、東京メトロ虎ノ門駅に設置された

パブリックアートを手掛けるなど、精力的に活動を続ける彫刻家です。凹凸が反転した作品は、一見

すると浮彫のように見えますが、ある時、それは存在しないくぼみだと気付きます。視覚の混乱によ

り存在と不在が交錯するように感じられる作品は「不在の彫刻」とも呼ばれ、見る者に存在すること

の不確かさを問いかけると同時に、目に見えるものを超えた存在をも感じさせます。存在しないもの

を表現することは、建物や風景を描きながらも人の気配を感じさせる秋野不矩（1908-2001）の《廃

墟》シリーズなどにも通じます。 

本展では「不在」や「気配」といった両者の共通点をキーワードに、《影、魚をねかしつける》な

どの中谷の大作に加え、この展覧会のために制作された新作や中谷が彫刻制作とは別に日常の中で描

くドローイングを、当館が所蔵する秋野の代表作とあわせて展示します。中谷の彫刻作品と秋野の絵

画作品、そして特色ある当館の建築が響き合う展覧会は、それぞれの魅力をさらに引き出した唯一無

二の空間となるとともに、「存在」ということを改めて問い、感じる機会となるでしょう。 

 

 

記 

 

展覧会名：特別展 中谷ミチコ 影とぽっこり 

会  場：浜松市秋野不矩美術館（〒431-3314 静岡県浜松市天竜区二俣町二俣130） 

会    期：2026年7月4日(土)～ 8月23日(日) 44日間 

休 館 日：月曜日、但し7月20日（月・祝）開館、7月21日（火）休館 

開館時間：9：30～17：00（入館は16：30まで） 

観 覧 料：一般1,000(800)円、70歳以上・大学生･専門学校生･高校生500(400)円、中学生以下無料 

※( )内は20名以上の団体料金  

※障害者手帳等所持者及び介護者１名は無料 

主  催：浜松市、(公財)浜松市文化振興財団 

共  催：中日新聞東海本社（予定） 

協  賛：遠鉄グループ、天竜浜名湖鉄道株式会社(予定) 

後  援：K-MIX(予定) 

 

 

【連絡先】  浜松市秋野不矩美術館 ＜学芸員＞ 田中宏子  

〒431-3314 静岡県浜松市天竜区二俣町二俣130 

TEL:053-922-0315 / FAX:053-922-0316 








